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論文題目 日越地域における生活環境の評価とOWAによるその統合化に関する研究 

本 研 究 で は 、 日 本 と ベ ト ナ ム の 地 方 圏 に お け る 生 活 環 境 を 評 価 す る こ と を 目 的 と し て 、 地 域

全 体 の 改 善 す べ き 生 活 環 境 を 明 ら か に し 、 地 区 単 位 で の 具 体 的 な 生 活 環 境 を 統 合 し 、 総 合 的 な

生 活 環 境 を 把 握 す る 方 法 を 検 討 し た 。  

研 究 対 象 地 域 は 、 日 本 の 地 方 圏 で は 、 地 方 都 市 と し て 長 野 県 安 曇 野 市 、 中 山 間 地 域 と し て 長

野 県 長 野 市 鬼 無 里 地 域 と 長 野 県 下 水 内 郡 栄 村 を 、 ベ ト ナ ム の 地 方 圏 で は 、 農 村 と し て ハ イ ズ オ

ン 省 キ ン モ ン 県 ヒ ッ プ ホ ア 社 ア ン ボ ー 村 、 地 方 都 市 と し て 同 省 同 県 の キ ン モ ン 町 を 取 り 上 げ

た 。 ま ず 、 こ れ ら の 対 象 地 域 に 対 し て 、 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 い 、 地 域 住 民 の 生 活 環 境 に 対 す る

意 識 （ 心 理 デ ー タ ） を 把 握 し た 。 次 に 、 国 土 数 値 情 報 お よ び 電 話 帳 デ ー タ を 用 い て 、 距 離 デ ー

タ な ど （ 物 理 デ ー タ ） を 取 得 し た 。 こ れ ら の デ ー タ を 使 用 し て 、 対 象 地 域 全 体 の 生 活 環 境 を 評

価 す る た め に CS（ Customer Satisfaction, 顧 客 満 足 度 ） 分 析 を 行 い 、 総 合 的 な 生 活 環 境 を 地

区 単 位 で 評 価 し 統 合 す る た め に 言 語 数 量 詞 OWA（ Ordered Weighted Averaging, 順 序 重 み 付 き

平 均 ） に よ る 分 析 を 行 っ た 。  

そ の 結 果 、 CS 分 析 か ら 、 対 象 地 域 全 体 で 改 善 す べ き 生 活 環 境 が 把 握 で き た 。 安 曇 野 市 、 鬼 無

里 地 域 、 栄 村 に 共 通 の 改 善 項 目 と し て 、 と く に 買 い 物 の し や す さ が あ げ ら れ た 。 ま た 、 ア ン

ボ ー 村 と キ ン モ ン 町 に 共 通 す る 改 善 項 目 と し て 、 保 健 性 に 関 す る 生 活 環 境 が あ げ ら れ 、 ベ ト ナ

ム へ の 国 際 支 援 ・ 協 力 に お い て 、 こ れ ら を 念 頭 に 置 い た 地 域 の 特 質 に 配 慮 す る こ と が 重 要 で あ

る と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 言 語 数 量 詞 OWA に よ っ て 、 心 理 デ ー タ を 用 い た 場 合 、 物 理 デ ー タ を 用 い た 場 合 、 そ の

両 方 を 用 い た 場 合 、 シ ナ リ オ を 考 慮 し た 場 合 の 4 通 り に つ い て 、 対 象 地 域 の 総 合 的 な 生 活 環 境

を 地 区 別 に 評 価 し て 可 視 化 す る こ と が で き た 。 そ の 結 果 、 心 理 デ ー タ と 物 理 デ ー タ を 用 い て 評

価 を 統 合 す る こ と が 可 能 で 、 主 観 性 と 客 観 性 を 表 す 両 デ ー タ の 組 み 合 わ せ に よ る 分 析 は 、 最 も

合 理 的 で あ る と い え る 。 シ ナ リ オ を 考 慮 し た 言 語 数 量 詞 OWA で は 、 重 視 す る 基 準 に 応 じ て 、 地

域 内 の 地 区 別 に 総 合 的 な 生 活 環 境 を 評 価 す る こ と が で き 、 そ の 地 区 別 の 差 異 を 明 確 に 把 握 す る

こ と が で き た 。 こ の 方 法 は 、 総 合 評 価 値 を 可 視 化 す る こ と に よ っ て 、 地 域 全 体 を 見 な が ら 、

個 々 の 地 区 に つ い て の 評 価 の 位 置 づ け が 明 確 に な り 、 ま ち づ く り に お け る 合 意 形 成 の 場 で の 活

用 が 期 待 さ れ る 。 す な わ ち 、 意 思 決 定 者 は 、 一 地 区 に 固 執 す る こ と な く 、 中 立 性 を 保 持 し 、 円

滑 に 議 論 を 進 め る こ と が で き る 。 さ ら に 、 言 語 数 量 詞 OWA を 用 い る こ と に よ っ て 、 リ ス ク （ た

と え ば 、 楽 観 的 、 悲 観 的 、 中 間 的  な ど ） に 対 す る 対 応 の 程 度 に 応 じ て 、 様 々 な 意 思 決 定 戦 略

下 で 取 り 得 る 政 策 の 優 先 順 位 の あ り 方 を 示 す こ と が で き る と 考 え ら れ る 。  

今 後 、 ベ ト ナ ム に お け る 物 理 デ ー タ の 取 得 と 、 地 域 の 規 模 に 応 じ た 物 理 デ ー タ に お け る 影 響

範 囲 の 検 討 が 課 題 と し て あ げ ら れ る 。  
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